〔　議事録（例）　〕

社会福祉法人○○会
令和○○年度 第○回 評議員選任・解任委員会議事録


１　開催日時　　　　令和○○年○○月○○日（○曜日）
　　　　　　　　　　午前(午後)○○時から午前(午後)○○時まで

２　開催場所　　　　社会福祉法人○○会　会議室

３　出席委員　　　　出席委員　○名（委員総数　　○名）
　　　　　　　　　　　氏　名　○○○○　○○○○　○○○○　○○○○
　　　　　　　　　　（※欠席委員：なし、または ○○○○）

４　その他の出席者　事務局（事務局長）○○○○
　　　　　　　　　　理事長　○○○○
　　　　　　　　　　（※理事長等は委員にはなれませんが、説明者として出席する場合があります）

５　議　題
第１号議案　次期評議員候補者の選任について

６　議事の経過の要領及びその結果
　　　事務局より、本日の委員の出席状況が報告され、委員総数の過半数が出席しており、本委員会が有効に成立している旨が伝えられた。
○○委員長が議長となり、開会を宣言して議事に入った。

(１) 第１号議案　次期評議員候補者の選任について
　　　議長より、任期満了に伴う次期評議員の選任が必要である旨の説明があり、事務局より理事会から推薦された次の評議員候補者の経歴および選考理由について、資料に基づき詳細な説明がなされた。

　　【評議員候補者】
　　　１．○○ ○○ 氏
　　　２．○○ ○○ 氏
　　　（以下、全員分記載）

　　　説明後、各候補者が社会福祉法第40条（評議員の資格）および第45条の5（評議員の欠格事由）、ならびに法人定款に定める要件を満たしているか、また各理事・監事・他の評議員との間に親族等の特殊関係者制限（3分の1制限）に抵触しないか等について、各委員による慎重な確認と協議が行われた。

　　【主な質疑応答・意見】
　　○○委員：候補者である○○氏の専門性と当法人への関わりについて確認したい。
　　事 務 局：○○氏は地域福祉に精通しており、学識経験者として適任であると判断している。
　　○○委員：各候補者の欠格事由への該当がないこと、特殊関係者制限に抵触しないことを書類で確認した。

　　　協議の結果、議長が本案について賛否を諮ったところ、全委員一致をもって、上記○名全員を次期評議員として選任することに決定した。
　
以上、議事の全てを終了したので、議長は午前(午後)○時に閉会を宣言した。

本日の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、評議員選任・解任委員会運営規則第○条の規定に基づき、この議事録を作成し、議長および出席した委員全員が次のとおり署名（又は記名押印）する。


令和○○年○○月○○日

社会福祉法人○○会　評議員選任・解任委員会

議　長　　　　〇 〇 〇 〇　　印

委　員　　　　〇 〇 〇 〇　　印

委　員　　　　〇 〇 〇 〇　　印

